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特
攻
隊
員
・
林
市
造
海
軍
少
尉
（
没

後
大
尉
に
昇
進
）
。
宗
像
市
で
は
、
こ
の

人
を
お
い
て
は
先
の
大
戦
は
語
れ
な

い
。
次
姉
・
博
子
（
故
人
）
が
編
ん
だ

遺
稿
集
『
日
な
り
楯
な
り
』（
櫂
歌
書
房
）

な
ど
い
く
つ
か
の
資
料
を
読
ん
だ
う

え
で
、
親
友
だ
っ
た
秀
村
選
三
・
九
大

名
誉
教
授
（
福
岡
市
）
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。 

 

市
造
は
大
正
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（
１
９
２
２
）
年
２

月
の
生
ま
れ
。
出
生
地
は
福
岡
市
で
す 

       

     

  

が
、
父
・
俊
造
は
旧
赤
間
町
、
母
・
ま

つ
ゑ
は
旧
吉
武
村
の
生
ま
れ
で
す
。
東

京
帝
大
農
学
部
助
手
だ
っ
た
父
は
、
市

造
が
２
歳
の
と
き
に
事
故
死
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
母
子
は
実
家
に
帰
り
、

市
造
は
吉
武
小
に
入
学
。
同
小
５
年
修

了
後
、
福
岡
市
の
小
学
校
に
転
校
し
て

旧
制
修
猷
館
中
学
へ
進
学
。
旧
制
福
岡

高
校
か
ら
戦
時
中
の
昭
和

 

17  

（
１
９
４

２
）
年
、
京
都
帝
大
経
済
学
部
に
入
学

し
ま
す
。 

し
か
し
戦
局
が
厳
し
く
な
り
、
市
造

は
翌

 

18   
  

（
１
９
４
３
）
年
末
、
学
徒
出

陣
で
佐
世
保
第
２
海
兵
団
に
入
団
。
土

浦
（
茨
城
）
出
水
（
鹿
児
島
）
元
山
（
朝

鮮
）
へ
転
属
。
短
期
間
の
訓
練
を
経
て

同

 

20  
 

（
１
９
４
５
）
年
４
月
４
日
、
戦

闘
機
・
零
戦
で
進
発
。
翌
日
、
鹿
屋
（
鹿

児
島
）
の
航
空
隊
へ
到
着
し
ま
す
。
僚

機
よ
り
も
先
に
、
市
造
の
搭
乗
機
だ
け

が
着
陸
し
た
の
で
、
彼
が
一
流
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
だ
と
感
じ
た
宇
垣
纏
（
ま
と
め
）

中
将
は
「
あ
の
若
者
が
長
く
生
き
ら
れ

な
い
の
が
残
念
だ
」
と
参
謀
長
に
語
り

か
け
た
そ
う
で
す
。 

 

市
造
は
同
月

 

12  

日

 

13  

時
す
ぎ
、
第
２

七
生
隊
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機
の
一
員
と
し
て
鹿
屋
か

ら
出
撃
。
15  

時
す
ぎ
、
与
論
島
東
方
の

米
海
軍
空
母
機
動
部
隊
に
突
入
。
特
攻

隊
員
と
し
て
、
わ
ず
か

 

50  

日
目
の
散
華

（
さ
ん
げ
）
で
し
た
。 

   

市
造
は
母
に
な
ら
っ
て
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
で
し
た
。
出
撃
前
、
母
へ
の
手
紙

に
は
吉
田
松
陰
の
一
首 

 

親
思
ふ
心
に
ま
さ
る
親
心 

今
日
の
お
と
ず
れ
何
と
き
く
ら
む 

を
引
用
し
た
あ
と
、
母
を
お
い
て
死
ん

で
ゆ
く
の
が
つ
ら
い
と
書
き
、
こ
う
締

め
く
く
っ
て
い
ま
す
。 

「
こ
の
頃
、
毎
日
聖
書
を
よ
ん
で
い
ま

す
。
よ
ん
で
い
る
と
、
お
母
さ
ん
の
近

く
に
居
る
気
持
ち
が
す
る
か
ら
で
す
。

私
は
聖
書
と
讃
美
歌
を
飛
行
機
に
つ

ん
で
つ
っ
こ
み
ま
す
」 

 

こ
の
手
紙
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ

れ
た
『
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ 

ｔ
ｏ 

Ｍ

ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
』
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
な
ど

歴
史
上
の
人
物
に
ま
じ
っ
て
、
日
本
人

と
し
て
唯
一
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
発
見
し
た
の
は
、
秀
村
さ
ん
の
兄

で
東
大
名
誉
教
授
の
欣
二
で
す
。 

 

秀
村
さ
ん
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
。
市
造

と
は
旧
制
福
高
～
京
都
帝
大
の
学
友

で
、
海
軍
飛
行
予
備
学
生
の
同
期
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
市
造
へ
の
思
い
は
痛
切

で
し
た
。 

「
彼
は
信
仰
心
が
厚
く
、
聖
書
研
究
会

な
ど
に
参
加
し
、
学
徒
出
陣
前
、
京
都

の
キ
リ
ス
ト
教
墓
地
を
歩
き
、
墓
標
の

聖
句
『
主
を
信
ず
る
者
／
死
す
る
と
も

／
生
く
べ
し
』
か
ら
、
死
の
意
味
を
語

り
合
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
造
は
陸
軍
入
り
を
望
ん
だ
母
に

反
し
て
海
軍
を
選
び
ま
し
た
。
し
か
も

特
攻
隊
員
を
志
願
し
、
操
縦
技
術
が
抜

群
と
評
価
さ
れ
、
第
一
線
に
出
た
の
で

す
。
「
特
攻
隊
員
を
志
願
す
る
か
ど
う

か
は
、
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
し
た
。

母
へ
の
深
い
思
い 

戦
争
体
験
聞
き
取
り 

特
攻
隊
員
・
林
市
造 

 
 

 
 

～
『
新
修
宗
像
市
史
』
現
代
部
会
か
ら
～ 

零
戦
で
壮
烈
な
死 
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彼
は
強
く
志
願
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

『
意
地
』
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
健

康
を
損
な
っ
て
佐
世
保
に
戻
さ
れ
る

私
に
、
彼
は
何
度
も
言
い
ま
し
た
。『
航

空
隊
に
入
っ
た
と
い
っ
て
も
心
配
し

な
い
で
く
れ
、
と
母
に
伝
え
て
ほ
し
い
』

と
」
。
秀
村
さ
ん
は
そ
う
語
り
ま
す
。 

し
か
し
、
母
へ
の
手
紙
に
は
、
意
地

と
は
裏
腹
な
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

「
お
か
あ
さ
ん
、（
略
）
悲
し
い
と
き
は

泣
い
て
く
だ
さ
い
。
私
も
悲
し
い
か
ら

一
緒
に
泣
き
ま
し
ょ
う
」 

    

他
方
、
市
造
の
鋭
い
批
判
力
に
秀
村

さ
ん
は
注
目
し
ま
す
。
同
年
３
月

 

19  

日

の
日
記
に
は 

「
（
略
）
世
に
も
て
は
や
さ
れ
る
軍
人

も
、
政
治
家
も
、
な
ん
と
薄
っ
ぺ
ら
な

思
慮
な
き
も
の
の
多
き
こ
と
か
。（
略
）

枢
要
の
地
位
に
立
つ
も
の
は
、
殊
に
軍

人
は
、
そ
の
置
か
れ
た
る
位
置
に
乗
じ

て
、
許
し
が
た
き
罪
、
赤
子
で
あ
る
こ

と
、
民
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
と
い
う

罪
を
お
か
し
て
は
い
な
い
の
か
」
と
あ

り
ま
す
。 

 

彼
は
、
こ
れ
ら
の
日
記
や
手
紙
は
焼

き
捨
て
、
人
に
は
絶
対
見
せ
な
い
で
ほ

し
い
と
、
鹿
屋
基
地
か
ら
の
手
紙
に
書

い
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
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（
１
９
６
５
）
年
夏
、
沖
縄

出
張
の
帰
り
に
奄
美
群
島
の
与
論
島

～
沖
永
良
部
島
間
の
上
空
で
、
機
体
が

激
し
く
揺
れ
た
と
き
、
秀
村
さ
ん
は
市

造
の
最
期
の
地
は
こ
の
辺
だ
と
確
信

し
ま
し
た
。 

 

特
攻
関
係
の
資
料
で
は
、
４
月

 

11  

日

に
鹿
屋
か
ら
出
撃
し
た
別
の
特
攻
隊 

 

13  

機
の
う
ち
１
機
が
米
軍
の
空
母
「
ミ

ズ
ー
リ
」
に
突
入
。
翌

 
12  

日
に
も
同
艦

は
零
戦
の
猛
攻
を
受
け
、
１
機
を
前
方

約
１
０
０
㍍
で
撃
墜
し
ま
し
た
。
日
本

側
の
記
録
で
は
こ
の
日
、
第
２
七
生
隊

が
突
入
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
市

造
の
搭
乗
機
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で

す
。 た

だ
『
母
へ
の
遺
書
―
沖
縄
特
攻 

林
市
造
』（
弦
書
房
）
を
書
い
た
福
岡
出

身
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
多
田

茂
治
は
「
（
特
攻
隊
員
の
死
を
）
忠
君
愛

国
の
色
で
染
め
上
げ
て
物
語
る
こ
と

は
、
歴
史
の
偽
証
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
警
告
し
て
い
ま
す
。 

 

同
書
に
よ
る
と
、
博
子
は
市
造
亡
き

あ
と
、
母
ま
つ
ゑ
は
「
髪
が
真
っ
白
に

な
り
（
略
）
母
の
前
で
市
造
さ
ん
の
こ

と
を
口
に
す
る
と
狂
っ
た
よ
う
に
な

っ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
長
姉
・
千

代
（
福
岡
市
に
健
在
）
も
そ
う
証
言
し

て
い
ま
す
。 

   

市
造
の
葬
儀
は
昭
和

 

21  

（
１
９
４
６
）

年
８
月
５
日
、
旧
赤
間
町
徳
重
の
家
に

母
が
「
林
市
造
」
の
門
標
を
掲
げ
て
営

ま
れ
、
秀
村
さ
ん
が
弔
辞
を
述
べ
ま
し

た
。 秀

村
さ
ん
は
平
成

 

12  
  

（
２
０
０
０
）

年
４
月
、
沖
縄
か
ら
の
帰
り
に
沖
永
良

部
島
に
立
ち
寄
り
、
岩
場
か
ら
東
方
海

上
に
向
か
っ
て
「
林
！ 

林
！ 

林
！ 

来
た
ぞ
！
」
と
叫
び
ま
し
た
。
そ
し
て

翌
年
発
行
の
郷
土
誌
「
西
日
本
文
化
」

に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
で
「
特
攻
は
狂
気

の
果
て
」
と
弾
劾
し
「
絶
対
非
戦
こ
そ
、

亡
く
な
っ
た
友
に
応
え
る
こ
と
だ
」
と

主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

林
家
の
墓
地
に
は
、
市
造
の
弟
・
満

喜
雄
が
立
て
た
墓
標
の
横
に
墓
碑
が

あ
り
、
市
造
の
経
歴
と
、
ま
つ
ゑ
の
歌

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

一
億
の
人
を
救
う
は
こ
の
道
と 

母
を
も
お
き
て
君
は
征
き
け
り 

（
現
代
部
会 

大
垣
堅
太
郎
） 

     

鋭
い
批
判
力
も 

「
絶
対
非
戦
」
こ
そ 

林市造と母まつゑの墓碑 

（宗像市徳重の墓地。「マツヘ」は戸籍名） 


